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１                              問題のページへ 

(1) 
2

31 i+=a のとき, i312 =-a より,  

3144 2 -=+- aa , 012 =+-aa  

(2) 条件より, 点 )(P w は点 )(B z を原点まわりに °60 回転し

た点である。 

°+°= 60sin60cos ia より, zw a=  

(3) zzu aa -+= とおくと, )1( zzu -=- a  

よって, 点 )(Q u は点 )1(A を点 )(B z のまわりに °60 回転した点である。すなわ

ち, △ABQは正三角形となる。 

(4) 
1-
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w
zzv aa とおくと, (1)(2)より,  
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よって, °+°=°-°-= 240sin240cos60sin60cos iiv より, °= 240argv  

 

［解 説］ 

複素数平面上の正三角形が題材となっている頻出基本問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) ( )qpq -==
2

cos2sin2 aar なので , 曲線 C は , 中心

( )
2

, pa , 半径 aの円を表す。 

また
4

0 pq ≦≦ より
224
pqpp ≦≦ - となり, 曲線 Cは右

図の実線部となる。 

(2) 条件より, qqqq 2sincossin2cos aarx ===  

)2cos1(sin2sin 2 qqq -=== aary  

求める立体の体積を Vとすると,  
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ここで, jq =2 とおくと,  
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以上より, ( ) ( ) 33

23
5
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1 aaV pppp -=+-=  

 

［解 説］ 

与えられた極方程式はよく知られている原点を通る円を表すものです。なお, (2)は

x, yの関係で表し, 積分した方が簡単でしたが……。 
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３                              問題のページへ 

(1) 条件より, 21 =a , )(2)( 1
2

1 nnnn aaaa +=- ++ ………(＊) 

(＊)に 1=n を代入して, )(2)( 12
2

12 aaaa +=-  

)2(2)2( 2
2

2 +=- aa , 06 2
2

2 =- aa , 0)6( 22 =-aa  

212 =aa ＞ より, 62 =a  

次に, (＊)に 2=n を代入して, )(2)( 23
2

23 aaaa +=-  

)6(2)6( 3
2

3 +=- aa , 02414 3
2

3 =+- aa , 0)12)(2( 33 =-- aa  

623 =aa ＞ より, 123 =a  

さらに, (＊)に 3=n を代入して, )(2)( 34
2

34 aaaa +=-  

)12(2)12( 4
2

4 +=- aa , 012026 4
2

4 =+- aa , 0)20)(6( 44 =-- aa  

1234 =aa ＞ より, 204 =a  

(2) (1)より, )1( += nnan と推測でき, これが正しいことを数学的帰納法で示す。 

(i)  1=n のとき 2211 =×=a より成立する。 

(ii) kn = のとき )1( += kkak と仮定する。 

(＊)に kn = を代入して, { } { })1(2)1( 1
2

1 ++=+- ++ kkakka kk  

0)2)(1()1()222( 1
22

1 =+-++++- ++ kkkkakka kk  

{ }{ } 0)2)(1()1( 11 =++--- ++ kkakka kk  

)1(1 +=+ kkaa kk ＞ より )2)(1(1 ++=+ kkak となり, 1+= kn のときも成立。 

(i)(ii)より, )1( += nnan  

(3) (2)より, )1()1)(2(1 +-++=-+ nnnnaa nn  
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［解 説］ 

初項から第 4 項までを求めることによって一般項を推測し, これを数学的帰納法で

証明, さらに極限計算という作成者の意図がはっきりわかる問題です。 
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４                              問題のページへ 

(1) 条件より, ÷
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OAB = から, 02 =+ ba ………①, 02 =+ dc ………② 

①より ab 2-= , ②より cd 2-= なので, 04 22 ≧caabcd =  

(2) 1-A が存在しないことより, bcadbcad ==- ,0 ………③ 

よって, 3つの成分が正であるとき, ③より残りの 1つの成分も正である。 

(3) OAB = のとき, 1-A が存在すれば,  

OAABA 11 -- = , OB =  

これは OB ¹ に反するので, 1-A は存在しない。 

 

［解 説］ 

各問ともあまりにも簡単に解決するため, かえって不安が残ります。 
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５                              問題のページへ 

(1) 条件より, ò ¢--=
x

dtttxxx
0

2 )()()( ff òò ¢+¢-=
xx

dtttdttxx
00

2 )()( ff ……① 

①に 0=x を代入すると, 0)0( =f  

また, ①の両辺を xで微分すると,  

òò ¢-=¢+¢-¢-=¢
xx

dttxxxxxdttxx
00

)(2)()()(2)( fffff  

 [ ] )(2)0()(2)(2 0 xxxxtx x ffff -=+-=-= ……② 

(2) ②より, { } xxxxxx xexxexexexexe 2)(2)()()())(( =-+=¢+=¢ fffff  

(3) (2)より, Cexedxexedxxexe xxxxxx +-=-== òò 22222)(f  

2222)( -+=+-= -- xCeCexx xxf  

0)0( =f より, 02 =-C となり, 2=C  

以上より, 222)( -+= - xex xf  

 

［解 説］ 

微分型の積分方程式ですが, 誘導がていねいについているので, 方針に迷うことは

ありません。 
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６                              問題のページへ 

(1) 第 4回戦で優勝者が決まる勝者の順列は, ACBBまたは BCAAである。 

(2) 第 2回戦で優勝者が決まる勝者の順列は AAまたは BBより, その確率 2F は,  

pppF -=-+-= 1)1(
2
1)1(

2
1

2  

次に, 第 3回戦で優勝者が決まる勝者の順列は ACCまたは BCCより, その確率

3F は,  
222

3
2
1

2
1 pppF =+=  

また, 第 4回戦で優勝者が決まる確率 4F は, (1)より,  
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4 ppppppF -=×-+×-=  

(3) n≧2 の場合に, 第 3n 回戦で優勝者が決まる勝者の順列は, )1(3 -n 回まで

ACBACB……ACB とくり返し最後の 3 回が ACC となる場合, および )1(3 -n 回

まで BCABCA……BCA とくり返し最後の 3 回が BCC となる場合である。この確

率 nF3 は,  
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(4) (3)の式に 1=n をあてはめると 2
3 pF = となるが, これは(2)より 1=n に対しても

(3)の式が成立していることを示す。 

さて, 10 ＜＜p より 1)1(
2
10 ＜＜ pp - なので,  
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［解 説］ 

問題文が長いのですが, これは詳しすぎるくらいのヒントです。なお, 本問は有名

な巴戦の問題で, 本年は北大でも出ています。 

 


